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JSTは、シンクタンク機能、研究開発、産学連携、次世代人材育成、
科学と社会との対話など、多岐にわたる事業を通じて、持続可能
な開発目標（SDGs）の達成に積極的に貢献していきます。
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スタートアップ支援に向け9機関が連携

保有する特許の一部を無償で開放
　発明は特許として保護され、第三者が利用する場合には権利者か
ら対価を求められます。この対価は特許の維持の他、次の研究や発
明者の意欲を高めるための報償の原資に当てられ、産業の発展に寄
与しています。
　JSTでもこれまで大学などで生み出された特許の保護と活用をそ
のように推進してきましたが、対価は開発する企業にとっては負担に
もなり得ます。今回、COVID-19の拡大を受け、その克服を目指す企
業の開発をさらに促進するため、関連特許の無償開放を始めました。
　利用できる特許29件のリストや申請方法はホームページで公開し
ており、無償開放は原則、2022年3月31日(木)までです。それ以外
の特許についても、COVID-19対策を目的とした利用の相談を受け
付けています。本取り組みからさらなるイノベーションの創出を期待
しています。
https://www.jst.go.jp/chizai/openpatent.html

知財活用支援事業

産学連携展開部

JDreamサービスを無償提供
　COVID-19の拡大を受け、対策に向けた研究が急ピッチで
進んでいます。先行研究を調べるための科学技術文献情報デ
ータベースの重要性が増す中、JDreamⅢとJDream  Expert 
Finderのサービスを無償で提供しています。
　JDreamⅢは、科学技術や医学・薬学関係のジャーナルに加え、
学会誌、協会誌、技術報告書など、JSTが作成する約8000万件
のデータを収録した国内最大級の科学技術文献データベース
で、ジー・サーチ社が運営しています。日本語タイトルと抄録を
収録し、外国語文献も日本語で検索できます。また、収録データ
を活用したJDream Expert Finderは約100万人の研究者情
報を収録し、最適な研究者の探索に役立ちます。
　無償提供の対象はCOVID-19に関連する研究開発や調査を
進める研究機関、医療機関、民間企業の研究者で、2020年9月
30日（水）まで利用できます。

　挑戦的な発想で市場を開拓するスタートアップは、新たな産業の担い手とし
て期待されています。スタートアップや大企業、投資家、政府機関などが共存共
栄し、先端技術や経済成長の好循環を生み出すビジネス環境を「スタートアップ・
エコシステム（以下、エコシステム）」といいます。政府などの支援もあり日本で
もエコシステムが立ち上がりつつありますが、新型コロナウイルス感染症
（COVID-19）の拡大により機能不全に陥ることが危ぶまれています。
 投資が激減する中でもエコシステムの芽を枯らすことなく育てるため、日本医
療研究開発機構、国際協力機構、農業・食品産業技術総合研究機構、日本貿易振
興機構、情報処理推進機構、新エネルギー・産業技術総合開発機構、産業技術総
合研究所、中小企業基盤整備機構、JSTがスタートアップ支援機関連携協定を7
月16日（木）に締結しました。今後、機関や事業の枠を超えた情報共有や相互連携
により、大学発新産業創出プログラム（START）のように起業を目指す段階から
事業化以降の段階までの切れ目ないスタートアップ支援の実施を目指します。

JST’s Activity

利用申し込みはこちら ：
https://jdream3.satori.site

/stopcovid19
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